
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回数 日付 時間 概 要 

第 1回 

(終了) 

平成 27年 

11月 21日 

9：30～12：00 

（150分） 
地域の状況等の説明／加藤先生からの講演／体験学習 

第 2回 

（終了） 

平成 27年 

12月 20日 

9：30～12：00 

（150分） 

松林地区の防災もまちづくり活動の現状と今後 

防災探検まち歩き 

防災ﾌｪｱ

（終了） 

平成 28年 

1月 17日 
13:00～16:30  

２０１６防災フェア ～見て！聞いて！話そう！ 

知っていますか？私たちの地域防災～ 

第 3回 

（終了） 

平成 28年 

2月 20日 

9：30～12：00 

（150分） 
地域でできるまちづくり活動について、検討しよう！ 

第 4回 

（予定） 

平成 28年 

3月 13日 

9：30～12：00 

（150分） 

アクションプログラムをつくってみよう！ 

防災まちづくりワークショップのまとめ 

■2016防災フェアに参加して 

～第３回 松林地区 「防災都市づくりワークショップ」で行ったこと～ 

＜問合せ先＞ 茅ヶ崎市 都市部 都市政策課 
電話:0467-82-1111 FAX:0467-57-8377 E-mail:toshiseisaku@city.chigasaki.kanagawa.jp １ ４ 

自助（個人）・共助（地域）の視点から防災まちづくりについて考えてみませんか？ 

≪グループワーク②≫ 
「防災“も”まちづくり取組のアイデア」を

考える！ 
 
≪発表≫ 

 研究室で作成したマップ、イチオシ企画！  
 
≪閉会≫ 
加藤先生からのお話 
次回予告 

 

 

 他地区の会合や交流会などで、松林中学校の皆さんによる発表を

聞いた様々な方からお褒めのお言葉をいただいています。 

中学生の「鋭い眼」で、我々大人では何か物足りなく感じること

も鋭くキャッチしており、新鮮に感じたという意見を多くいただい

ています。 

今後も、地域の中に中学生の「鋭い眼」を取り込んでいくことに

よって、防災の取組もさらに効果が上がっていくのではないかと感

じています。 

茅ヶ崎市では、東京大学生産技術研究所

の加藤孝明准教授のご協力のもと、平成 21

年度から「防災都市づくりワークショップ」

を実施し、地域のみなさんと一緒に災害に

強い都市づくりを進めております。 

今年度は、松林中学校の生徒の皆さんを

はじめ、松林地区の皆さんと一緒に「東京 

大学加藤研究室附属 松林地区防災もまち 

づくり研究所」を設立（5つの研究室に分か

れて活動）し、全４回のワークショップを

実施しています。 

平成 28 年 2 月 20 日（土）に開催された

第 3 回目のワークショップでは、研究室ご

とにグループワークを行い、「防災探検まち

歩きマップ」と「防災“も”まちづくりア

クションプログラム、イチオシ！企画」を

作成しました。 

「「防防災災都都市市づづくくりりワワーーククシショョッッププ」」ニニュューースス  
 

松林地区 

研究室でアクションプログラムを作成！ 
 

■ワークショップの今後の予定  まだ参加されていない方のご参加も、お待ちしております！ 

自助（個人）・共助（地域）の視点から防災まちづくりについて考えてみませんか？ 

Vol.3 

≪はじめに≫ 
第２回目のおさらい 
防災フェアに参加した感想 

 
≪グループワーク①≫ 

「松林地区 防災探検まち歩き
マップ」をつくろう！ 

松林地区 

自治会連合会 

細田会長 

■防災探探検まち歩きマップ！ 

 第 2 回目のワークショップで実施した「防災探検まち歩き」で見たこと、感じたことを、

研究室ごとにマップにまとめました。作成したマップは、松林中学校内で掲示し、他の生徒

の皆さんが知っている情報も書き込んで、さらに内容の充実を図っていく予定です。 

防災対策室 地域計画室 

まちづくり推進室 地域福祉室 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松林地区 防災もまちづくり研究所

研究員たちによる

松林地区

防災もまちづくり

研究所

防災

対策室

地域

計画室

地域

福祉室

まちづくり

推進室

じっくりやること

すぐやること

じっくりやること

すぐやること

じっくりやること

すぐやること

じっくりやること

すぐやること

学校の方で街灯消火器の箱の
色塗りボランティアを募集する

道幅を広げる

回覧板で耐震対策を
呼びかける

「フォトスポット」として、地面に
あしあとマークをつける！！

空き家を駄菓子屋やクレープ屋にする

・障害のある人でも安全に避難できる
町づくり
・近所同士での助け合い
・学生を地域と交流させる（今回の感じで）
・「健康な人」を基準にしない防災対策

防災について意識を高めてもらう
⇒防災についてのアンケートを作成し、
学校など で実施する

⇒学校のイベントと一緒に防災訓練を
行う

・防災に関する劇
（目で見て知識を身に付ける）
・応急処置などの人命救助に関する知識
・食べれるときにたくさん食べておく
・家族との話し合い

 ～加藤先生のコメント～ 

 重要なキーワードとして、①「自分たちでやるべきだと

思うからやるんだ、自分たちがやりたいからやるんだ」と

いう『内発性』、②「雪だるまが転がって膨らんでいくよ

うに、やりながら内容もどんどんふくらんでいく」という

自律発展性、そして、③「それぞれの考えに、他の班の意

見も参考にして横で繋いでいく」という『総合性』がある。 

 今日は、この３つの姿勢で取り組むことができていた。

次回も同じ姿勢で議論ができると、もっともっと良いもの

ができると思う。 

 
３ ２ 

STEP１）これまでのワークショップで学んできたことなどを踏まえ「すぐやる」取り組みと、時間をかけて「じっ

    くりやる」取り組みのアイデアを出し合い、「どのように」「誰が（役割分担）」取り組んでいくか議論 

第 2 回目に出された宿題で考えた

アンケートをもとに、防災訓練への参

加状況や家での防災対策の現状を調

査し、今後の対策の方向性を検討でき

たらと思います。 

地域の空き屋を駄菓子屋やクレー

プ屋にすることで、子どもがたくさん

来てにぎやかな街になると思います。 

応急処置などの知識をつけるため

に、防災についての劇をつくります。

目で見て知識をつけた方が小さい子

でも理解しやすいと思います。 

自分たちで耐震対策を呼び

掛けるチラシをつくり、地域

の回覧板で回します。 

友達や家族から、景観のい

いところを聞いて、許可をと

って「あしあとマーク」をつ

けます。 

健康な人を基準にしない防災対策

をするために、障がいのある方の意見

を聞いて、それをもとに防災対策をし

ていくという案です。 

まち歩きをして、身近な

ところにたくさんの防災対

策があることに気づきまし

た。しかし、道が狭かった

り、消火器の色が薄くて目

立ちにくく、目の不自由な

方には不便だったり、色々

な課題点があり、その課題

点を改善するためにやって

みたいと思いました。 

STEP２）各研究室からの「イチオシ企画！」（※）を発表 

     ※出し合ったアイデアの中から、優先的に取り組んでいきたいものを各研究室から全体へ提案！ 

 

STEP３）「イチオシ企画！」を実際に取り組んでいこうとした時に何をすれば良いのか検討する。 

その他の取り組みアイデアについても話し合い、具体的なアクションプログラムとしてまとめていく。 

作
業
の
進
め
方 次回実施！ 


